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見守り・声かけ活動協力員研修会 

「災害と高齢者」 
南街・桜が丘地域防災協議会 本部 

２０２５年３月４日 

  東大和市社会福祉協議会主催による、見守り・声かけ活動協力員研修会「災害と

高齢者」が、中央公民館ホールで開催されました。１００名を超える参加者で、質疑応

答もあり、熱気ある研修会となりました。 

 

★講演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講演内容抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師 

災害協働サポート東京 

事務局長 福田信章 氏 
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（どの災害でも高齢者（６０代以上）の人的被害が多い） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０～２４歳が多いのは、

大学生が学生寮で被災。 

６０代 

８０代 

７０代 

石川県の死者は７０代以上が６割を占めた。 

阪神淡路大震災 

平成３０年７月豪雨水害 

能登半島地震 
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（豪雨・土砂災害の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多くの被災者が共通して語る言葉は「まさか」。 
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（水害の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（地震の場合） 
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（みんなとのつながりを持とう） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くらしを守り、命を守る為に、地域の「みんな」とつながって下さい。 

地域の「みんな」とは 
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★余興 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母子漫才 

林家まる子 さん 

   カレー子さん 

 

防災士のお二人によ

る防災漫才で、楽しく

防災を学びました。 
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